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年から大分大学がここに移転してきたことにより，現在では田畑や湿地は校舎や駐車場などの

人工物の下敷きとなり，森の管理は放棄され，かつての里山的景観は見る影もない（永野・中

島，2012）。 
 本調査は大分大学の草本類が生育する全ての場所を対象地とした。しかし，建物や舗装道路

等のコンクリートやアスファルトで地面が覆われている場所，また，森林内はいずれのタンポ

ポ類も生息していないため，これらの場所は調査対象外とした。調査地の環境を，隣接する建

物の建設年代や人の往来頻度を考慮し，6つのエリアに区分した（図１）。以下にそれらの概要
を記す。尚，下記の説明の平均工事年とは，各エリア内において工事が行われた年の平均の値

を示したものである。 
 ①工学エリア（地点 92～117）：平均工事年は 1987年で，本調査地の中では工事時期が１番
新しいエリアである。ここは大分大学の中では高い建物が多く，また，建物間の距離も短いた

め，地表は日陰になる時間帯が多い。北，西，南の 3方は森に面している。 
 ②教育・経済エリア（地点 1～15，19～36，90，91）：平均工事年は 1974 年である。大き
な建物はあるが，建物間の間隔は広く，その間には植栽等がされているため，全体としては建

物よりも緑地面積の方が多いエリアである。北と西は森に面している。 
 ③生協エリア（地点 37～46）：平均工事年は 1975年である（本調査は 2014年着工の新食堂
建設前）。生協や食堂，図書館，講義棟など大きな建物が存在し，また，広い駐車場も存在する。

その間の地表面の多くはコンクリート舗装されている。これらの場所での緑地は少ないが，こ

のエリアの中央には小高い丘があり，そこにはコナラ，アカマツなどからなる森が存在する。

四方はほぼ舗装道路や建物に囲まれている。 
 ④体育館エリア（地点 47～64，118～120）：エリアの中央には体育館や武道館があり，その
西側は駐車場，東側はプールやテニスコートがある。平均工事年は 1978 年であるが，テニス

図１．調査地 
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【工事履歴とタンポポ類の種構成】

工事履歴で分けられた 6つのエリアのタンポポ類の種構成を図８に示す。エリアによって種
構成は大きく異なっており，工学エリアと体育館エリアでは雑種タンポポが 95％以上と圧倒的
に優占していた。生協エリアと体育館エリアも雑種タンポポが 80％前後の割合で優占していた
が，15％前後はシロバナタンポポも分布していた。教育・経済エリアと事務局棟エリアでは，
シロバナタンポポの方が最優占種となっていた。外来タンポポは事務局エリアで多く見られた。

苞上黄色タンポポはまとまった生息地はなく，低密度で散在的に分布していた。 

【環境調査】

タンポポ類と環境との関わりを調べるため，土壌 pH，土壌 EC，土壌硬度，地上 3㎝の照度，
地上 100㎝の照度の 5つの環境を測定した（詳細データは稲津（2013）を参照）。タンポポ類
が生育していた地点の土壌 pHの平均値 標準偏差は 7.8 1.3，最高値 9.7，最低値 4.6であっ
た。土壌 EC の平均値 標準偏差は 29.3 27.2，最高値 191.0，最低値 4.7 であった。土壌硬
度の平均値 標準偏差は 14.3 4.7，最高値 29.7，最低値 4.0 であった。地上 3 ㎝の照度の平
均値 標準偏差（lux）は 372.3 213.4，最高値 927.0，最低値 34.0，地上 100 ㎝の照度の平
均値 標準偏差は 508.8 234.1，最高値 958.5，最低値 48.0であった。 

【タンポポ類の種間関係と環境との関係】

タンポポ類の種間関係を知るため，各種の分布の相関関係をスピアマンの順位相関係数を用

いて解析した結果，雑種タンポポとシロバナタンポポは有意な負の相関が得られた。また，雑

種タンポポと外来タンポポの間においても有意な負の相関が得られた（表 1）。 
土壌 pH，土壌 EC，土壌硬度，照度，工事履歴と各種タンポポの分布の相関関係もスピアマ

雑種タンポポ

シロバナタンポポ

苞上黄色タンポポ

外来タンポポ

構内全体

図８．調査エリアにおけるタンポポ類の割合 
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ンの順位相関係数を用いて解析した（表 1）。その結果，雑種タンポポの分布は土壌硬度と有意
な正の相関が得られた。また，シロバナタンポポは工事年と有意な負の相関が得られた。 
 

表１．タンポポ類の種間，環境との関連性 

 

苞上

黄色

シロ

バナ 
雑種 外来

土壌

硬度

照度

3 ㎝

照度 

100 ㎝
EC pH 

工事

年 

苞上黄色タンポポ - 0.17 0.64 0.58 0.43 0.19 0.31 0.70 0.97 0.08 

シロバナタンポポ - 0.00 0.98 0.24 0.55 0.85 0.14 0.10 0.03 

雑種タンポポ ** - 0.00 0.03 0.07 0.29 0.44 0.12 0.11 

外来タンポポ ** - 0.30 0.95 0.94 0.41 0.65 0.56 

土壌硬度 * - 0.20 0.60 0.66 0.22 0.55 

照度（0cm） - 0.00 0.08 0.42 0.66 

照度（100cm） ** - 0.13 0.50 0.53 

EC - 0.98 0.97 

pH - 0.04 

工事年 * * - 

スピアマンの順位相関係数による検定  **P＜0.001 * P＜0.05 

 

 

 

Ⅳ 考察 
 

【大分大学構内のタンポポ類】 

本調査により，大分大学旦野原キャンパスに生息するタンポポ類として，シロバナタンポポ，

外来タンポポ，雑種タンポポ，苞上黄色タンポポが確認された。このうち確実な在来種は外来

タンポポと交雑しないシロバナタンポポ（Taraxacu albidum）だけであった。苞上黄色タンポ
ポは総苞外片が上向きであったことから黄花系の在来タンポポの可能性も考えられるが，大分

県では黄花系在来タンポポはカンサイタンポポ（Taraxacum japonicum）とシナノタンポポ
（Taraxacum kiushianum）の 2種しか知られてなく，両種とも絶滅危惧ⅠＢ類に指定されて
いる極めて希少な種であり，前者は豊後水道域と英彦山・犬ヶ岳山地と九重火山群のみ，後者

は耶馬渓地区，玖珠丘陵地・山地，九重火山群，由布・鶴見火山群のみでしか記録がない（大

分県，2012）。また，黄花系在来タンポポは一般的に自家不和合成が強く，外来タンポポとの
雑種を形成しやすいので，少数個体かつ外来・雑種タンポポに囲まれた環境で黄色在来系タン

ポポが種を維持するのは困難と考えらえる（Ogawa & Moritani, 1991）。また，外来・雑種タ
ンポポの中には総苞外片が上向きの個体も現れることがある（木村，2011）。これらのことか
ら，本調査で確認された苞上黄色タンポポは外来・雑種タンポポの可能性が高いと考えられる。

しかし，最近，在来の苞上黄色タンポポにおいて，外来・雑種タンポポの繁殖干渉を受けない

個体群（トウカイタンポポ）の存在なども報告されおり（Nishida et.al., 2013），本調査の苞
上黄色タンポポが在来種という可能性が全て否定された訳ではなく，DNA 分析による正確な
種同定が求められる。 
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Environmental Evaluation based on  
Dandelion Community in Oita University 

NAGANO,Masahiro and INATSU,Fumika 

Abstract 

In order to develop environmental evaluation methods based on the 
dandelion community in Oita Prefecture, we researched the distribution 
of dandelions and the relationship between the species composition of 
dandelions and some environmental factors in the Oita University 
campus. The results showed that introduced dandelion (including hybrid 
dandelions) was most dominant, the next most abundant species was 
native dandelion (Taraxacum albidum), and other species is accounted for 
less than 2%. However, the species composition of dandelions varied 
greatly by location, there being places where native dandelion was 
dominant. Therefore, most of Oita University campus was estimated to 
have a poor natural environment. But, in part, there were places where a 
good natural environment remains.  

As a result of examining the relationship between the species 
composition of dandelions and the environmental factors, it was found 
that the amount of hybrid dandelion was related to the soil hardness, 
while the distribution of Taraxacum albidum was related to methods of 
construction.  

 
Key words Taraxacum  Dandelion  teaching materials  
Environmental indicator  Environmental Evaluation  Biodiversity 
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